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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP

を使いこなせるよう、その機能、ポート、呼び出しと構成、およびリファ

レンス・デザインなどについて説明します。本マニュアルに記載のソフト

ウェア GUIのスクリーンショットは、Gowinソフトウェア 1.9.9 Beta-6バ

ージョンの場合のものです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の

内容が変更される場合があります。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NSEシリーズ安全 FPGA製品データシート(DS891) 

 GW1NSERシリーズ安全 FPGA製品データシート(DS881) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示

します。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS891J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS881J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

CSA Code Storage Area 
コード・ストレージ・エリ

ア 

DDR Double Data Rate ダブル・データレート 

IP Intellectual Property 設計資産 

LUT Look-up Tables ルックアップテーブル 

SDIO Secure Digital Input and Output セキュアデジタル入出力 

SDR Single Data Rate シングル・データレート 

UHS Ultra High Speed 超高速 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

このマニュアルでは、ユーザーに SDR104モード対応 SDIO Slaveの

汎用インターフェースを提供する Gowin SDIO SDR104 Slave Controller 

IPについて説明します。この IPを SDIO Deviceデザインに統合すること

により、ユーザーは、SDIO Device機能を容易に実装することができます。

SDIO Slaveを必要とするデバイスに統合することにより、さまざまなアプ

リケーションに使用できます。 

表 2-1 Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP 

Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP 

ロジックリソース 表 3-1参照。 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンス・デザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis® 

統合開発環境 Gowinソフトウェア(V1.9.7.03Beta以降) 
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3特徴及び性能 

3.1 主な特徴 

 SD Physical Layer Specification Version 4.00をサポート。 

 SDIO Specification Version 4.00をサポート。 

 4ビットの SD転送モードをサポート。 

 SPI転送モードをサポートしない。 

 UHS-Iモード SDR104速度をサポート。 

 UHS-Iモードは 1.8V電圧をサポートし、電圧スイッチングをサポート

しない。 

 SDIO Command(CMD0，CMD3，CMD5，CMD7，CMD11，CMD15，

CMD19，CMD52，CMD53)をサポート。 

 CRC7および CRC16 の自動生成とチェックをサポート。 

 Function0と Function1をサポート。 

 ユーザー側の CPU Slave Interfaceを使用した IPの構成をサポート。 

 ユーザー側の CMD52と CMD53インターフェースをサポート。 

 4ビットモードの割り込みをサポート(Data Block Gapおよび

Asynchronous Interruptはサポートしない)。 

 読み出しと書き込みの Abortをサポート。 

 Suspend/Resumeをサポートしない。 

 Read Waitをサポートしない。 

 Combo Cardをサポートしない。 

 CSAをサポートしない。 

 DDRモードをサポートしない。 

 Card Detectionをサポートしない。 
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3.2 動作周波数 

Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IPの動作周波数は、SDIO Host

が提供するクロック周波数と、選択したチップで IPがサポートする最大動

作周波数によって決まります。 

3.3 リソース使用量 

Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IPを Verilogで実装します。リ

ソース使用量は、モードによって異なります。例えば、GW2A-18 FPGA

の場合、そのリソース使用量は表 3-1に示すようになります。他のデバイ

スでのリソース使用量については、その最新情報を参照してください。 

表 3-1リソース使用量 

Type LUTs Registers Device Speed Grade 

Non UHS 3193 1667 GW2A-18 -8 

UHS-I 3043 1695 GW2A-18 -8 
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4機能の説明 

4.1 IPの構造 

図 4-1に示すように、Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP には、

SDIO_IF、CMD、RESP、DAT_TX_RX、SLV_CPU、USER_IFなどのモジ

ュールが含まれています。User Designは FPGAのユーザーデザインであ

り、SDIO HOSTは SDIOホストです。 

図 4-1 Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP の構造 

IP

CMD

RESP

DAT_TX_RX

SLV_CPU

SDIO_IF USER_IF
SDIO HOST

(CPU)
USER DESIGN

FPGA

 
 

 SDIO_IFモジュールは、SDIOインターフェースのデータ選択と双方

向転送を実現します。 

 CMDモジュールは、SDIO Commandの解析を実現します。 

 RESPモジュールは、SDIO Responseの生成を実現します。 

 DAT_TX_RXモジュールは、CMD19および CMD53の読み出しと書き

込みを実現します。 

 SLV_CPUモジュールは、ユーザーによる IP機能の構成を実現します。 

 USE_IFモジュールは、ユーザー側と IP間のデータ交換を実現します。 
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4.2 Gowin SDIO インターフェースの定義 

Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IPのインターフェース定義と

SD標準インターフェース定義の対応関係を表 4-1に示します。 

表 4-1 SDIO SDR104 Slave Controller IPのインターフェース定義と SD標準インタ

ーフェース定義の対応関係 

Pin 
SD標準 

IP 
SD 4ビットモード SD 1ビットモード 

1 CD/DAT[3] Data line 3 N/C Not Used 

sdio_dat3_in 

sdio_dat3_out 

sdio_dat3_oen 

2 CMD Command line CMD Command line 

sdio_cmd_in 

sdio_cmd_out 

sdio_cmd_oen 

3 VSS1 Ground VSS1 Ground – 

4 VDD Supply voltage VDD Supply voltage – 

5 CLK Clock CLK Clock sdio_clk 

6 VSS2 Ground VSS2 Ground – 

7 DAT[0] Data line 0 DATA Data line 

sdio_dat0_in 

sdio_dat0_out 

sdio_dat0_oen 

8 DAT[1] 
Data line 1 or 
Interrupt 

IRQ Interrupt 

sdio_dat1_in 

sdio_dat1_out 

sdio_dat1_oen 

9 DAT[2] 
Data line 2 or 
Read Wait 

RW Read Wait 

sdio_dat2_in 

sdio_dat2_out 

sdio_dat2_oen 

 

ユーザーは、次のステートメントを使用して、IPで定義された SDIO

インターフェースを入力および出力形式に変換できます。 

assign sdio_cmd_in = sdio_cmd; 

assign sdio_cmd = (!sdio_cmd_oen) ? sdio_cmd_out : 1'bz; 

assign sdio_dat0_in = sdio_dat0; 

assign sdio_dat0 = (!sdio_dat0_oen) ? sdio_dat0_out : 1'bz; 

assign sdio_dat1_in = sdio_dat1; 

assign sdio_dat1 = (!sdio_dat1_oen) ? sdio_dat1_out : 1'bz; 

assign sdio_dat2_in = sdio_dat2; 

assign sdio_dat2 = (!sdio_dat2_oen) ? sdio_dat2_out : 1'bz; 

assign sdio_dat3_in = sdio_dat3; 

assign sdio_dat3 = (!sdio_dat3_oen) ? sdio_dat3_out : 1'bz。 
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回路の接続 

回路の接続を行う際、CMDおよび DATラインをプルアップ抵抗を介

して VCCに接続する必要があります。IPが Non UHS Cardに設定されて

いる場合、VCCは 3.3V、IPが UHS-I Cardに設定されている場合、VCC

は 1.8Vです。そのリファレンス回路を図 4-2に示します。 

図 4-2 SDIOピンの接続図 

SDIO HOST
SDIO Slave 
Controller IP

VCC

sdio_clk

sdio_cmd

sdio_dat0

sdio_dat1

sdio_dat2

sdio_dat3

sdio_clk

sdio_cmd

sdio_dat0

sdio_dat1

sdio_dat2

sdio_dat3

 

4.3 Non UHS Cardと UHS-I Card 

IPは、Non UHS Card と UHS-I Cardの 2種類の Cardをサポートして

います。ユーザーは IPを生成する時、GUIでこれを構成する必要がありま

す。 

4.3.1 Non UHS Card 

IPが Non UHS Card で動作する場合、バンク電圧と SDIOインターフ

ェースのプルアップ抵抗の電圧を 3.3Vにする必要があります。 

Non UHS Cardは Low-Speedおよび Full-Speedをサポートします。

そのうち Full-Speedには Default-Speedと High-Speedが含まれます。 

ユーザーが IPを Non UHS Cardとして構成した後、初期化の際は、IP

が受信した CMD5 S18Rが 0か 1かにかかわらず、IP応答の R4での S18A

は常に 0です。IPが Non UHS Cardで動作する場合、IPは CMD11および

CMD19をサポートしません。 

4.3.2 UHS-I Card 

IPが UHS-I Cardで動作する場合、バンク電圧と SDIOインターフェ

ースのプルアップ抵抗の電圧を 1.8Vにする必要があります。 

UHS-I Cardは、SDR12、SDR25、SDR50、および SDR50をサポー

トしています。 

ユーザーが IPを UHS-I Cardとして構成した後、初期化の際は、IPが

受信した CMD5 S18Rが 0の場合、IP応答の R4での S18Aは 0で、 IP

が受信した CMD5 S18R が 1 の場合、IP 応答の R4 での S18A は 1 です。

IPが UHS-I Cardで動作する場合、IPは CMD11および CMD19をサポー

トします。IPが CMD11を受信すると、R1で応答します。また、Voltage 

Switch Sequenceをサポートしていますが、IO電圧が変更されることはあ

s
d
i
o
_
c
l
k 

s
d
i
o
_
c
l
k 

s
d
i
o
_
c
m
d 

s
d
i
o
_
c
m
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りません。 

4.4 Gowin SDIO IP の初期化 

IPは電源投入後、正常に動作する前に、SDIO Hostによって初期化さ

れる必要があります。初期化プロセスは、SDIO規格に準拠します。初期

化クロックの周波数範囲は 100KHz〜400KHzです。 

この IPは SPIモードをサポートしていないため、初期化中に CMD0

を受信したときに、sdio_dat3が Highかどうかに関係なく IPは SD mode

のままです。 

IPが UHS-I Cardに構成されている場合、IPは CMD11コマンドを受

信して Voltage Switch Sequence に入ることができますが、IO電圧が変更

されることはありません。Voltage Switch Sequenceが終了すると、IPは

UHS-I状態になります。 
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4.4.1 Non UHS Cardの初期化プロセス 

Non UHS Cardの初期化プロセスを図 4-3に示します。 

図 4-3 Non UHS Cardの初期化プロセス 

Power On Re-init IO

IO=0,MEM=0,F2=0 IO=0

CMD0 Pin1=High CMD52 IO Reset

CMD8

CMD8 is required 

to support SDHC 

or SDXC

Check Response

F8=0

No Response

Initialize SDIO?

CMD5 Arg=0

Use IO & IO=0

Get IO OCR

Check Response

CMD5 Arg=S18R,WV S18R=0:Non UHS-I Host

Check Response
IORDY=0

NF>0 & OCR valid

IORDY=1

IO=1 IO Initialized(Check S18A later)

Test MP Flag

MP=0

B Skip Memory Initialization

Check IO

IO=1

Check S18A(OR)

S18A=0

Check MEM,F2

MEM=0  or F2=1

CMD3

Check IO,MEM

IO=1,MEM=0

IO Only Card
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4.4.2 UHS-I Card の初期化プロセス 

UHS-I Cardの初期化プロセスを図 4-4に示します。 

図 4-4 UHS-I Cardの初期化プロセス 

Power On Re-init IO

IO=0,MEM=0,F2=0 IO=0

CMD0 Pin1=High CMD52 IO Reset

CMD8

CMD8 is required 

to support SDHC 

or SDXC

Check Response

F8=0

No Response

Initialize SDIO?

CMD5 Arg=0

Use IO & IO=0

Get IO OCR

Check Response

CMD5 Arg=S18R,WV S18R=1:UHS_l Host

Check Response
IORDY=0

NF>0 & OCR valid

IORDY=1

IO=1 IO Initialized(Check S18A later)

Test MP Flag

MP=0

B Skip Memory Initialization

Check IO

IO=1

Check S18A(OR)

S18A=1

CMD11

Check IO,MEM

IO=1,MEM=0

IO Only Card

Check Response

No Error

Voltage Switch Sequence

Check Error

No Error

Check MEM.F2

MEM=0 or F2=1

CMD3

 

4.5 CIA(Function0)レジスタ 

CIAレジスタは SDIO規格により定義されます。CIAレジスタは、Host
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が Slave状態を読み出し、Slave機能を構成することをサポートしていま

す。Hostは、CMD52および CMD53コマンドを使用して CIAレジスタを

読み出しと書き込みできます。 

CIA レジスタには、CCCR レジスタ、FBR レジスタ、CIS レジスタ、

および CSAレジスタが含まれます。 

CCCRレジスタと FBR(Function1)レジスタは IPに実装されているた

め、初期化の際は、ユーザーは CPU Slave Interfaceを介して対応するレジ

スタにアクセスできます。Hostがこれらのレジスタを読み出しと書き込み

するとき、IPは自動的に応答します。 

FBR(Function2〜7)レジスタは現在のところ、アクセスできません。 

CISレジスタは IPに実装されていません。Hostがこれらのレジスタ

にアクセスする場合、ユーザーは SDIO CMD52 Interfaceまたは SDIO 

CMD53 Interfaceでデータを提供する必要があります。 

CSAレジスタは現在のところ、アクセスできません。 

4.6 CMD52 

IPが Command Stateに入った後、Hostは CMD52を介してバイトで

IPレジスタにアクセスできます。IPは Function0と Function1をサポート

しているため、IPは、Hostの、Function0と Function1の CMD52にのみ

応答します。 

Hostが CMD52を介して CCCRおよび FBRレジスタにアクセスする

とき、IPは自動的に応答します。 

Hostが CMD52を介して CISおよび Function1レジスタにアクセスす

る場合、ユーザーは SDIO CMD52 Interfaceを介してデータの送受信に参

加する必要があります。 

4.7 CMD53 

IPが Command Stateに入った後、Hostは CMD53コマンドを介して

IPレジスタに継続的にアクセスできます。IPは Function0と Function1を

サポートしているため、IPは、Hostの、Function0と Function1の CMD53

にのみ応答します。 

Hostが CMD53を介して CCCRおよび FBRレジスタにアクセスする

とき、IPは自動的に応答します。 

Hostが CMD53を介して CISおよび Function1レジスタにアクセスす

る場合、ユーザーは SDIO CMD53 Interfaceを介してデータの送受信に参

加する必要があります。 

4.8 Abort 

Hostが CMD53を送信して Infinite Block Modeでデータを読み出しと

書き込みする場合、CMD52を介して Abortコマンドを送信し、読み出しと
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書き込みを中断できます。 

4.9 CMD19 

IPがUHS-I Cardに構成されている場合は、CMD19をサポートします。

正しい CMD19を受信すると、IPは自動的に R1に応答します。ユーザー

は、SDIO Tuning Interfaceを介して Tuning Block Patternを提供する必要

があります。それに対して、IPが Non UHS Card に構成されている場合、

SDIO Tuning Interfaceを介して Tuning Block Patternを提供する必要はあ

りません。図 4-5に示すように、Tuning Block Patternは合計 144ニブル

です。 

図 4-5 Tuning Block Pattern 

 
 

ユーザーは左から右、上から下の順に送信する必要があります。 

4.10 割り込み 

IPは、4ビットモードの割り込みをサポートしています。 

4.10.1 割り込みの生成 

4ビットモードでは、DAT1はデータおよび割り込み多重化信号ライン

として使用されます。ユーザーが fun1_interruptピンを Highにプルアップ

すると、IPは標準の Interrupt Periodで DAT1を Lowにプルダウンして、

割り込みを生成します。4ビットモードの割り込みは Data Block Gapおよ

び Asynchronous Interruptをサポートしません。4ビットモードの割り込

み信号は、sdio_clkと同期するため、sdio_clkが停止すると、IPは DAT1

で割り込み信号を生成できません。IP が 4 ビットモードで動作する場合、

SDIO Hostデザインでクロックを停止する必要があり、クロックを起動す

るために割り込みが必要な場合、次の方法で実現できます。 

1. Hostが CMD52を使用して IPを 1ビットモードに設定します。 

2. Hostがクロックを停止します。 

3. ユーザーが fun1_interruptピンを 1にプルアップして、1ビットモード

で割り込みを生成します。 

4. Hostがクロックの提供を開始します。 

5. Hostが CMD52を使用して IPを 4ビットモードに設定します。 

6. Hostが IPへのアクセスを開始します。 
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4.10.2 割り込みのクリア 

SDIO Hostが割り込みクリアレジスタにアクセスしていることが検出

された場合、ユーザーは fun1_interruptピンを 0にプルダウンして、割り

込みをクリアする必要があります。割り込みクリアレジスタはユーザーが

定義します。 

SDIO規格による推奨割り込みクリア時間： 

 ユーザーが CMD52アクセスを介して割り込みをクリアする場合、R5

が終了する前に割り込みをクリアする必要があります。 

 ユーザーが CMD53アクセスを介して割り込みをクリアする場合、デ

ータの送信を完了する前に割り込みをクリアする必要があります。 

4.11 ユーザーインターフェース 

4.11.1 CPU Slave Interface 

CPU Slave Interfaceのクロック 

CPU Slave Interfaceのクロックである cpu_clkは、sdio_clkには依存

していません。通常の使用では、cpu_clkを sdio_clkに接続することで、2

つのインターフェースのクロックを同期させることができます。 

CPU Slave Interfaceの機能 

CCCRレジスタと FBR(Function1)レジスタは IPに実装されているた

め、ユーザーは CPUスレーブインターフェースを介して対応するレジス

タにアクセスできます。Hostがこれらのレジスタにアクセスする際、IPは

自動的に応答します。さらに、ユーザーは CPU Slave Interfaceを介して

IPの他の機能を設定できます。レジスタの定義を表 4-2に示します。 

CPU Slave Interfaceのデータインターフェースは 32ビットで、アド

レスは 4バイトに揃えられます。 

CPU Slave Interfaceレジスタの定義 

CPU Slave Interfaceレジスタの定義を表 4-2に示します。 

表 4-2 CPU Slave Interface レジスタの定義 

レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

0x00 

3:0 
CCCR/FBR Format 
Version number 

0x3 RO 
CCCR/FBR バージョン 

CCCR Reg0x0 bit 3~bit 0に対応 

7:4 
SDIO Specification 
Revision Number 

0x5 RO 
SDIOバージョン 

CCCR Reg0x0 bit 7~bit 4に対応 

11:8 
SD Format Version 
Number 

0x4 RO 
SDバージョン 

CCCR Reg0x1 bit 3~bit 0に対応 

16 
Support Master 
Power Control 

0x0 RW 
マスター電力制御 

CCCR Reg0x12 bit0に対応 
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レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

17 
Enable Master 
Power Control 

0x0 RO 
マスター電力制御イネーブル 

CCCR Reg0x12 bit 1に対応 

20:18 Total Card Power 0x0 RO 
カードの総電力 

CCCR Reg0x12 bit 4~bit 2に対応 

24 Support High-Speed 0x1 RW 
高速モードをサポート 

CCCR Reg0x13 bit0に対応 

27:25 Bus Speed Select 0x0 RO 
バス速度モードの選択 

CCCR Reg0x13 bit 3~bit 1に対応 

0x04 

0 
Interrupt Enable 
Master 

0x0 RO 
マスター割り込みイネーブル 

CCCR Reg0x4 bit0に対応 

7:1 
Interrupt Enable for 
Function x 

0x00 RO 
Function x割り込みイネーブル 

CCCR Reg0x4 bit 7~bit 1に対応 

9:8 Bus Width 0x0 RO 
バス幅 

CCCR Reg0x7 bit1~bit0 に対応 

10 
Support 8-bit Bus 
Mode 

0x0 RO 
8bitバスモードをサポート 

CCCR Reg0x7 bit 2に対応 

13 
Enable Continuous 
SPI Interrupt 

0x0 RO 
連続 SPI割り込みイネーブル 

CCCR Reg0x7 bit 5に対応 

14 
Support Continuous 
SPI interrupt 

0x1 RW 
連続 SPI割り込みをサポート 

CCCR Reg0x7 bit6に対応 

15 Card Detect Disable 0x0 RO 
カード検出を無効にする 

CCCR Reg0x7 bit 7に対応 

16 
Support Direct 
Command (CMD52) 

0x1 RO 
Directコマンド(CMD52)をサポート 

CCCR Reg0x8 bit 0に対応 

17 
Support Multiple 
Block Transfer 

0x1 RO 
複数ブロック転送をサポート 

CCCR Reg0x8 bit 1に対応 

18 Support Read Wait 0x0 RO 
読み出し待機をサポート 

CCCR Reg0x8 bit 2に対応 

19 Support Bus Control 0x0 RO 
バス制御をサポート 

CCCR Reg0x8 bit 3に対応 

20 
Support Block Gap 
Interrupt 

0x0 RO 
ブロックギャップ割り込みをサポート 

CCCR Reg0x8 bit 4に対応 

21 
Enable Block Gap 
Interrupt 

0x0 RO 

ブロックギャップ割り込みをイネーブ

ル 

CCCR Reg0x8 bit 5に対応 

22 Low-Speed Card 0x0 RW 
低速カード 

CCCR Reg0x8 bit 6に対応 

23 
4-bit Mode Support 
for Low-Speed Card 

0x0 RW 
低速カードが 4bitモードをサポート 

CCCR Reg0x8 bit 7に対応 
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レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

24 Support SDR50 0x0 RW 
SDR50をサポート  

CCCR Reg0x14 bit 0に対応 

25 Support SDR104 0x1 RW 
SDR104をサポート  

CCCR Reg0x14 bit 1に対応 

26 Support DDR50 0x0 RW 
DDR50をサポート 

CCCR Reg0x14 bit 2に対応 

27 
Support 
Asynchronous 
Interrupt 

0x0 RO 
非同期割り込みをサポート 

CCCR Reg0x16 bit 0に対応 

28 
Enable 
Asynchronous 
Interrupt 

0x0 RO 
非同期割り込みをイネーブル 

CCCR Reg0x16 bit 1に対応 

0x08 

23:0 
Common CIS 
Pointer 

0x0010
00 

RW 

Common CISポインター 

[23:16]は CCCR Reg0x0B bit 7~bit 0

に対応 

[15:8]は CCCR Reg0x0A bit 7~bit 0に

対応 

[7:0]はCCCR Reg0x09 bit 7~bit 0に対

応 

24 
Support Driver Type 
A 

0x0 RW 
ドライバータイプ Aをサポート  

CCCR Reg0x15 bit 0に対応 

25 
Support Driver Type 
C 

0x0 RW 
ドライバータイプ Cをサポート  

CCCR Reg0x15 bit 1に対応 

26 
Support Driver Type 
D 

0x0 RW 
ドライバータイプ Dをサポート  

CCCR Reg0x15 bit 2に対応 

29:28 Driver Type Select 0x0 RO 
ドライバータイプの選択 

CCCR Reg0x15 bit 5~bit 4に対応 

0x0C 15:0 FN0 Block Size 0x0000 RO 

Function 0ブロックのサイズ 

[15:8]は CCCR Reg0x11 bit 7~bit 0に

対応 

[7:0]はCCCR Reg0x10 bit 7~bit 0に対

応 

0x10 

7:0 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF0 bit 7~bit 0に対応 

15:8 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF1 bit 7~bit 0に対応 

23:16 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF2 bit 7~bit 0に対応 

31:24 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF3 bit 7~bit 0に対応 

0x14 7:0 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF4 bit 7~bit 0に対応 
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レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

15:8 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF5 bit 7~bit 0に対応 

23:16 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF6 bit 7~bit 0に対応 

31:24 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF7 bit 7~bit 0に対応 

0x18 

7:0 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF8 bit 7~bit 0に対応 

15:8 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xF9 bit 7~bit 0に対応 

23:16 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFA bit 7~bit 0 に対応 

31:24 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFB bit 7~bit 0に対応 

0x1C 

7:0 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFC bit 7~bit 0に対応 

15:8 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFD bit 7~bit 0に対応 

23:16 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFE bit7~bit0に対応 

31:24 
Reserved for 
Vendors 

0x00 RO 
ベンダーのために予約 

CCCR Reg0xFF bit7~bit0に対応 

0x20 

3:0 
Standard SDIO 
Function Interface 
Code 

0xF RW 

標準 SDIO機能インターフェースコー

ド 

FBR1 Reg0x100 bit3~bit0に対応 

15:8 
Extended Standard 
SDIO Function 
Interface Code 

0x00 RW 

拡張標準 SDIO機能インターフェース

コード 

FBR1 Reg0x101 bit7~bit0に対応 

23:16 
iSDIO Type Support 
Code 

0x00 RW 
サポートされる iSDIOタイプのコード 

FBR1 Reg0x108 bit7~bit0に対応 

31:24 
Standard iSDIO 
Function Interface 
Code 

0x00 RW 

標準 iSDIO機能インターフェースコー

ド 

FBR1 Reg0x103 bit7~bit0に対応 

0x24 

15:0 
Function 1 I/O Block 
Size 

0x0000 RO 

Function 1ブロックのサイズ 

[15:8]がFBR1 Reg0x111 bit7~bit0に対

応 

[7:0]が FBR1 Reg0x110 bit7~bit0に対

応 

16 
Support Power 
Selection 

0x0 RW 
電力選択をサポート 

FBR1 Reg0x102 bit0に対応 
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レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

20:17 Power State 0x0 RO 
電力状態 

FBR1 Reg0x102 bit7~bit4に対応 

21 
Enable Power 
Selection 

0x0 RO 
電力選択イネーブル 

FBR1 Reg0x102 bit1に対応 

24 
Function1 
SupportsCSA 

0x0 RO 
CSAをサポート 

FBR1 Reg0x100 bit6に対応 

25 
Function1 
CSAEnable 

0x0 RO 
CSAイネーブル  

FBR1 Reg0x100 bit7に対応 

0x28 

15:0 

Function1 
MID_CARD 
Manufacturer 
Information 

0x0000 RW 

Function1 MID_CARDメーカー情報 

[15:8]が FBR1 Reg0x107 bit7~bit0に

対応 

[7:0]が FBR1 Reg0x106 bit7~bit0に対

応 

31:16 

Function1 
SDA_MID_MANF 
SDIO Card 
Manufacturer Code 

0x0000 RW 

Function1 SDA_MID_MANF SDIOカ

ードメーカーのコード 

[31:24]が FBR1 Reg0x105 bit7~bit0に

対応 

[23:16]が FBR1 Reg0x104 bit7~bit0に

対応 

0x2C 23:0 
Address pointer to 
Function1 CIS 

0x0020
00 

RW 

Function1 CISのアドレスポインター 

[23:16]が FBR1 Reg0x10B bit7~bit0に

対応 

[15:8]が FBR1 Reg0x10A bit7~bit0に

対応 

[7:0]が FBR1 Reg0x109 bit7~bit0に対

応 

0x30 

0 IO_Ready 0x0 RW 

SDIO Slave準備完了フラグ。 

このビットは、R4の Cフィールドに

対応。電源投入後、このビットは 0。

ユーザーが CPU Slave Interfaceを介

してレジスタを初期化した後、このビ

ットを 1に設定。 

18:16 SDIO Bus State 0x0 RO 

SDIO Bus State。ユーザーは、このレ

ジスタを介して IP Bus Stateを読み出

し可能。 

0x0：Idle State。IPが CMD5を介して

Hostとのネゴシエーションを完了し

ていないことを示す。 

0x1：Initialization State。IPが CMD5

を介して Hostとのネゴシエーション

を完了したことを示す。 

0x2：Standby State  

0x3：Command State 



4機能の説明 4.11ユーザーインターフェース 

 

IPUG774-1.0.1J 19(43) 

 

レジスタの

アドレス 
Bit 名称 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 
説明 

0x4：Transfer State 

0x5：Inactive State 

その他：定義されていません。 

24 
Manual TX Clock to 
DataPhase 

0x0 RW 

SDIO送信データおよび SDIOクロッ

ク位相は、Manual TX Clock to Data 

Phase Enableレジスタが有効な場合

に有効。 

0：SDIOクロックの立ち下がりエッジ

でデータを送信。 

1：SDIOクロックの立ち上がりエッジ

でデータを送信。 

25 
Manual TX Clock to 
Data Phase Enable 

0x0 RW 

SDIO送信データと SDIOクロック位

相を手動でイネーブル。 

1：有効。Manual TX Clock to Data 

Phaseの値に従って構成。 

0：無効。SDIO規格に従って自動構成。 

0x34 

15:0 
CCCR Max Block 
Size 

0x0800 RW CCCRの最大 Block Size 

31:16 
FBR1 Max Block 
Size 

0x0800 RW Function1の最大 Block Size 

 

CPU Slave Interfaceの操作タイミング 

 CPU Slave Interfaceの書き込み。 

ユーザーが CPU Slave Interfaceを介してレジスタに書き込む場合、イ

ンターフェースを選択するために slv_cpu_csを Highにプルアップすると

同時に、書き込みを示すために slv_cpu_opを Highにプルアップする必要

があります。ユーザーは、信号 slv_cpu_addr、slv_cpu_wr_data、および

slv_cpu_byte_enを介して、レジスタアドレス、書き込みデータ、および

バイトイネーブルを送信します。IPがこの書き込みを完了すると、

slv_cpu_ack信号がHighにプルアップされます。slv_cpu_cs、slv_cpu_op、

slv_cpu_addr、slv_cpu_wr_data、および slv_cpu_byte_en信号は、

slv_cpu_ack信号がHighにプルアップされるまで変更されないようにする

必要があります。CPU Slave Interfaceの書き込みタイミングを図 4-6に示

します。 



4機能の説明 4.11ユーザーインターフェース 

 

IPUG774-1.0.1J 20(43) 

 

図 4-6 CPU Slave Interface の書き込みタイミング 

 

 

 CPU Slave Interfaceの読み出し 

ユーザーが CPU Slave Interfaceを介してレジスタを読み出す場合、イ

ンターフェースを選択するために slv_cpu_csを Highにプルアップすると

同時に、読み出しを示すために slv_cpu_opを Lowにプルダウンする必要

があります。ユーザーは、slv_cpu_addr信号を介してレジスタアドレスを

送信します。IPがこの読み出しを完了すると、slv_cpu_ack信号が High

にプルアップされると同時に、読み出しデータが slv_cpu_rd_dataに表示

されます。slv_cpu_cs、slv_cpu_op、slv_cpu_addr信号は、slv_cpu_ack

信号が Highにプルアップされるまで変更されないままである必要があり

ます。CPU Slave Interfaceの読み出し中に、IPは 4バイトの読み出しデー

タを返します。CPU Slave Interfaceの読み出しタイミングを図 4-7に示し

ます。 
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図 4-7 CPU Slave Interface の読み出しタイミング 

 

 

CPU Slave Interfaceの交互の読み出しと書き込みタイミングを図 4-8

に示します。 

図 4-8 CPU Slave Interface の交互の読み出しと書き込みタイミング 
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4.11.2 SDIO CMD52 Interface 

Hostが CMD52を介して CISまたは Function1レジスタにアクセスす

る場合、ユーザーは SDIO CMD52 Interfaceを介してデータを送受信する

必要があります。IPは、CISまたは Function1レジスタにアクセスするた

めの CMD52を受信した後、SDIO CMD52インターフェースで対応するデ

ータリクエストを生成し、ユーザーは対応するタイミングに従って応答す

る必要があります。 

SDIO CMD52 Interface の書き込み(RAW flag=1) 

Hostが CMD52を介して書き込みを実行し、かつ RAW flagが 1の場

合、ユーザーはレジスタの書き込みの完了後に現在のレジスタ値を返す必

要があります。 

IPが正しいCMD52書き込みを受信し、レジスタアドレスが Function1

の場合、IPは SDIO CMD52 Interfaceでデータ書き込みリクエストを生成

します。このとき、IPは、SDIO CMD52 Interfaceにデータリクエストが

あることを示すために、sdio_cmd52_cs信号をHighにプルアップします。

それと同時に、この操作がRAW flag = 1の書き込みであることを示すよう、

sdio_cmd52_r_w信号と sdio_cmd52_raw信号がHighにプルアップされま

す。sdio_cmd52_cs = 1の場合、sdio_cmd52_fn_num、sdio_cmd52_addr、

および sdio_cmd52_wr_data信号は有効です。ユーザーが書き込みを完了

した後、書き込みが完了したことを IPに通知するために、sdio_cmd52_ack

を 1サイクル Highにプルアップする必要があります。IPは、

sdio_cmd52_ackが 1であることを検出すると、R5を Hostに自動的に送

信します。 

この書き込みでは RAW flag = 1であるため、ユーザーは

sdio_cmd52_ackを Highにプルアップすると同時に、sdio_cmd52_rd_data

に書き込まれたレジスタの現在の値を返す必要があります。この値は R5

の Read or Write Dataフィールドで Hostに返されます。 

SDIO CMD52 Interfaceの書き込み(RAW flag=1)タイミングを図4-9に

示します。 
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図 4-9 SDIO CMD52 Interface の書き込み(RAW flag = 1)タイミング 

 
 

SDIO CMD52 Interface の書き込み(RAW flag=0) 

Hostが CMD52を介して書き込みを実行し、かつ RAW flagが 0の場

合、ユーザーはレジスタの書き込みの完了後に現在のレジスタ値を返す必

要がありません。 

IPが正しいCMD52書き込みを受信し、レジスタアドレスが Function1

の場合、IPは SDIO CMD52 Interfaceでデータ書き込みリクエストを生成

します。このとき、IPは、SDIO CMD52 Interfaceにデータリクエストが

あることを示すために、sdio_cmd52_cs信号をHighにプルアップします。

それと同時に、この操作がRAW flag = 0の書き込みであることを示すよう、

sdio_cmd52_r_w信号が Highにプルアップされ、sdio_cmd52_raw信号が

Highにプルアップされます。sdio_cmd52_cs = 1の場合、

sdio_cmd52_fn_num、sdio_cmd52_addr、および sdio_cmd52_wr_data信

号は有効です。ユーザーが書き込みを完了した後、書き込みが完了したこ

とを IPに通知するために、sdio_cmd52_ackを 1サイクル Highにプルア

ップする必要があります。IPは、sdio_cmd52_ackが 1であることを検出

すると、R5を Hostに自動的に送信します。 

この書き込みでは RAW flag = 0であるため、ユーザーは

sdio_cmd52_ackを Highにプルアップすると同時に、sdio_cmd52_rd_data

に書き込まれたレジスタの現在の値を返す必要がありません。IPは、

CMD52のWrite Dataフィールドの値を R5の Read or Write Dataフィー
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ルドに自動的に入れて、Hostに返します。 

SDIO CMD52 Interfaceの書き込み(RAW flag=0)のタイミングを図

4-10に示します。 

図 4-10 SDIO CMD52 Interface の書き込み(RAW flag = 0)のタイミング 

 
 

SDIO CMD52 Interface の読み出し 

Hostが CMD52を介して読み出す場合、ユーザーは読み出しリクエス

トを受信した後にレジスタの値を返す必要があります。 

IPが正しい CMD52読み出しを受信し、レジスタアドレスが

CISFunction1の場合、IPは SDIO CMD52 Interfaceでデータ読み出しリク

エストを生成します。このとき、IPは、SDIO CMD52 Interfaceにデータ

リクエストがあることを示すために、sdio_cmd52_cs信号を Highにプル

アップします。それと同時に、この操作が読み出しであることを示すよう、

sdio_cmd52_r_w信号が Lowにプルダウンされます。sdio_cmd52_cs = 1

の場合、sdio_cmd52_fn_num信号と sdio_cmd52_addr信号は有効です。

ユーザーが読み出しを完了した後、読み出しが完了したことを IPに通知す

るために、sdio_cmd52_ackを 1サイクル Highにプルアップする必要があ

ります。IPは、sdio_cmd52_ackが 1であることを検出すると、R5を Host

に自動的に送信します。 

読み出しであるため、ユーザーは sdio_cmd52_ackを Highにプルアッ
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プすると同時に、sdio_cmd52_rd_dataに読み出されたレジスタの値を返

す必要があります。この値は R5の Read or Write Dataフィールドで Host

に返されます。 

SDIO CMD52 Interfaceの読み出しタイミングを図 4-11に示します。 

図 4-11 SDIO CMD52 Interface の読み出しタイミング 

 
 

CMD52タイムアウト 

SDIO規格では、Commandのデータの最後のビットから Response

のデータの最初のビットまでの遅延 NCR範囲が 2〜64クロックサイクル

であることを指定しています。したがって、sdio_cmd52_cs有効から

sdio_cmd52_ack valid有効までのクロック間隔は、50 clock cyclesを超え

てはなりません(IPの内部サンプリング遅延のため)。sdio_cmd52_csが有

効になってから 50 clock cycles以内に、ユーザーが sdio_cmd52_ackを返

すことができない場合、この CMD52操作を中止してください。

sdio_cmd52_ackを再度 Highにプルアップする必要はありません。この時

点で、Hostはこの操作がタイムアウトだと判断します。 

4.11.3 SDIO CMD53 Interface 

Hostが CMD53を介して CISまたは Function1レジスタを読み出しと

書き込みする場合、ユーザーは SDIO CMD53 Interfaceを介してデータの

受送信を制御する必要があります。IPが CISまたは Function1レジスタを

読み出しと書き込みするための CMD53を受信した後、SDIO CMD53 

Interfaceは対応するデータリクエストを生成し、ユーザーは対応するタイ

ミングに従って応答する必要があります。 

CMD53のコマンドには、Bytes Transferモードと Block Transferモー
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ドが含まれています。Bytes Transferモードの場合、SDIO CMD53 Interface

は、CMD53 Byte/Block Countフィールドの長さの読み出しと書き込みを

生成します。Block Transferモードの場合、SDIO CMD53 Interfaceは N回

の読み出しと書き込みを生成し、Nは CMD53 Byte/Block Countフィール

ドで、長さは、対応する Function Block Sizeです。したがって、ユーザー

は操作が Bytes Transferか Block Transferかを認識できません。対応する

タイミングに従ってデータを転送するだけです。 

SDIO SDR104 CMD53 Interfaceの書き込み 

各書き込みリクエストは、Bytes Transfer書き込みまたは Block 

Transferの単一 Block書き込みを指します。 

IPが正しいCMD53書き込みを受信し、アドレスがFunction1の場合、

IPは自動的に R5に応答します。その後、SDIO CMD53 Interfaceでデータ

書き込みリクエストを生成します。IPは、SDIO CMD53 Interfaceにデー

タ書き込みリクエストがあることを示すために、sdio_cmd53_wr_en信号

を Highにプルアップします。sdio_cmd53_wr_en = 1の場合、

sdio_cmd53_fn_num、sdio_cmd53_addr、sdio_cmd53_len、

sdio_cmd53_op_code信号は有効です。 

Hostが sdio_datを介して IPへデータを書き込み始めると、ユーザー

は sdio_cmd53_wr_validおよび sdio_cmd53_wr_dataを介して書き込みデ

ータを受信できます。一度に書き込まれるデータのバイト数は、

sdio_cmd53_lenの値に相当します。IPは CRC16と End bitの正確さを自

動的に検証します。 

Hostが Bytes Transfer書き込みまたは Block Transferの単一 Block書

き込みを完了し、かつ IPが Hostに CRC statusと End bitをホストに送信

した場合、書き込みが終了したことをユーザーに通知するために、

sdio_cmd53_wr_endが Highにプルアップされます。また、

sdio_cmd53_wr_okは、今回の書き込みデータが正しいかどうかを示しま

す。sdio_cmd53_wr_okは sdio_cmd53_wr_endと同期します。

sdio_cmd53_wr_ok が 1の場合、書き込みが正しいことを意味し、ユーザ

ーは書き込みのデータを処理する必要があります。 

Block Transferでは、IPが block書き込みでエラーを受信すると、IP

は後続のデータを受信しないことになります。 

sdio_cmd53_wr_end = 1を検出した場合、ユーザーは、後続のデータ

を受信し続けるアイドルバッファーがあるかどうかを sdio_buffer_fullを介

して IPに通知する必要があります。ユーザーの bufferが fullで、データの

受信を続行できない場合、sdio_cmd53_wr_end = 1を検出した直後に

sdio_buffer_fullを Highにプルアップする必要があります。ユーザーが

sdio_buffer_fullを Highにプルアップすると、IPは sdio_dat0を Lowにプ

ルダウンし、ユーザーが sdio_buffer_fullを Lowにプルダウンするまで card 

busy状態のままにします。Hostは、sdio_dat0が 0であることを検出する

と、sdio_dat0が Highにプルアップされたことを検出するまで次の書き込

みを続行しません。 
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SDIO CMD53 Interfaceの 4ビットモードの書き込みのタイミングを

図 4-12に示します。 

図 4-12 SDIO CMD53 Interface の 4ビットモードの書き込みのタイミング 

 
 

SDIO SDR104 CMD53 Interfaceの読み出し 

各読み出しリクエストは、Bytes Transfer読み出しまたは Block 

Transferの単一 Block読み出しを指します。 

IPが正しい CMD53読み出しを受信し、アドレスが CISまたは

Function1の場合、IPは自動的に R5に応答します。その後、SDIO CMD53 

Interfaceでデータ読み出しリクエストを生成します。IPは、SDIO CMD53 

Interfaceにデータ読み出しリクエストがあることを示すために、

sdio_cmd53_rd_en信号を Highにプルアップします。sdio_cmd53_rd_en = 

1の場合、sdio_cmd53_fn_num、sdio_cmd53_addr、sdio_cmd53_len、

sdio_cmd53_op_code信号は有効です。 

ユーザーが CMD53読み出しリクエストを受信すると、ユーザーは

sdio_cmd53_rd_valid、sdio_cmd53_rd_data、および sdio_cmd53_rd_ready

を介して読み出しデータを送信できます。sdio_cmd53_rd_ready信号が

Highにプルアップされることは、IPが 1つの読み出しデータを受信する準

備ができていることを示します。タイミングを最適化するために、ユーザ

ーは 2サイクル後に sdio_cmd53_rd_data信号で新しいデータを再度準備

する必要があります。一度に読み出されるデータのバイト数は

sdio_cmd53_lenの値に相当します。ユーザーは、sdio_cmd53_lenの値に

応じて sdio_cmd53_rd_validの長さを制御し、十分なバイトを送信した後

に sdio_cmd53_rd_validを Lowにプルダウンする必要があります。IPは、

Hostのリクエストデータの長さに応じてデータを sdio_datに送信します。

データが送信された後、IPは CRC16フィールドと End bitを自動的に送

信します。その後、IPは sdio_cmd53_rd_end信号を 1サイクルプルアッ

プして、読み出しが終了したことをユーザーに通知します。 

IPは Read Waitをサポートしていません。 
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SDIO CMD53 Interfaceの 4ビットモードの読み出しのタイミングを

図 4-13に示します。 

図 4-13 SDIO SDR104 CMD53 Interface の 4ビットモードの読み出し 

 
 

Abort 操作 

Hostが CMD53を送信して Infinite Block Modeでデータを読み出しと

書き込みする場合、CMD52を介して Abortコマンドを送信し、読み出しと

書き込みを中断できます。 

IPが CMD52 Abortを受信してデータを書き込んでいるとき、IPは

sdio_cmd53_wr_abortを 1クロックサイクルプルアップして、書き込みを

終了するようユーザーに通知します。 

ユーザーが sdio_cmd53_wr_abort = 1を検出し、かつこれより前に

sdio_cmd53_wr_end = 1を検出していない場合、この abortでは Bad Abort

をトリガしたということになります。つまり、CRC statusと End bitの送

信を完了する前に IPが abortを受信したということです。この場合、IPは

sdio_cmd53_wr_end = 1を生成しません。ユーザーは今回の書き込みを終

了し、書き込みのデータを破棄する必要があります(図 4-14)。 

図 4-14 Write Bad Abort 

 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13 

fn_num don't care

wr_addr don't care
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sdio_cmd53_op_code

sdio_cmd53_wr_valid

sdio_cmd53_wr_data[7:0]
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ユーザーが sdio_cmd53_wr_abort = 1と sdio_cmd53_wr_end = 1を同

時に受信した場合、この abortでは Good Abortをトリガしたということに

なります。つまり、CRC statusと End bitの送信を完了するときに IPが

abortを受信したということです。ユーザーはこの書き込みのデータを受信

する必要があります(図 4-15)。 

図 4-15 Write Good Abort Case1 

 

ユーザーが sdio_cmd53_wr_end = 1の後に sdio_cmd53_wr_abort = 1

を受信したことは、abortが card busy状態でトリガされたことを意味しま

す。つまり、IPは CRC statusと End bitの送信を完了した後に abortを受

信し、Good Abortをトリガしたということです。ユーザーはこの書き込み

のデータを受信する必要があります(図 4-16)。 

図 4-16 Write Good Abort Case2 

 

IPが CMD52 Abortを受信してデータを読み出しているとき、IPは

sdio_cmd53_rd_abortを 1クロックサイクルプルアップして、読み出しを

終了するようユーザーに通知します。 

ユーザーが sdio_cmd53_rd_abort = 1を検出し、かつこれより前に

sdio_cmd53_rd_end = 1を検出していない場合、この abortでは Bad Abort

をトリガしたということになります。つまり、CRC16と End bitの送信を
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完了する前に IPが abortを受信したということです。この場合、IPは

sdio_cmd53_rd_end = 1を生成しません。ユーザーは今回の失敗した読み

出しを終了する必要があります(図 4-17)。 

図 4-17 Read Bad Abort 

 

ユーザーが sdio_cmd53_rd_abort = 1と sdio_cmd53_rd_end = 1を同

時に受信した場合、この abortでは Good Abortをトリガしたということに

なります。つまり、CRC16と End bitの送信を完了するときに IPが abort

を受信したこととなり、今回の読み出しが成功したということです(図

4-18)。 

図 4-18 Read Good Abort Case1 

 

ユーザーが sdio_cmd53_rd_end = 1の後に sdio_cmd53_rd_abort = 1

を受信したことは、abortが 2つの読み出しの間でトリガされたことを意

味します。つまり、IPは CRC16と End bitの送信を完了した後に abort

を受信し、Good Abortをトリガしたということです(図 4-19)。 
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図 4-19 Read Good Abort Case2 

 

4.11.4 SDIO Tuning Interface 

IPがUHS-I Cardに構成されている場合は、CMD19をサポートします。

正しい CMD19を受信すると、IPは自動的に R1に応答します。R1を送信

した後、ユーザーは SDIO Tuning Interfaceを介して Tuning Block Pattern

を送信する必要があります。Tuning Block Patternについては、図 4-5を参

照して下さい。SDIO Tuning Interfaceのタイミングを図 4-20に示します。 

図 4-20 SDIO Tuning Interface のタイミング 
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sdio_clk

sym_clk

sdio_cmd53_rd_en

sdio_cmd53_fn_num

sdio_cmd53_addr[16:0]

sdio_cmd53_len[11:0]

sdio_cmd53_op_code

sdio_cmd53_rd_valid

sdio_cmd53_rd_ready

sdio_cmd53_rd_data[7:0]

sdio_cmd53_rd_end

sdio_cmd53_rd_abort

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 

0xFF 0x0F 0x8F

R1

0x0 0xF 0xF 0x0 0xF

start bit

0xBC

144 nibbles-tunning block pattern

0x8 0xF 0xB 0xC 0xF

end bitTuning block pattern

0x0

sdio_clk

sym_clk

sdio_cmd

sdio_dat[3:0]

sdio_tuning_start

sdio_tunning_data[7:0]

sdio_tunning_end
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4.12 IPの初期化プロセス 

1. 電源投入。 

2. rstnを Lowにプルダウンしてグローバルリセットを開始。 

3. rstnを Highにプルアップしてグローバルリセットを完了。 

4. ユーザーは、CPU Slave Interfaceを介して IP関連のパラメータを設定

可能。以下のレジスタを参照してください： 

 Reg0x04 bit22の構成：IPが低速カードかどうか 

 Reg0x00 bit24の構成：IPが High Speedをサポートするかどうか 

 Reg0x08 bit23〜0の構成：CCCR CIS Pointer 

 Reg0x2C bit23〜0の構成：Function1 CIS Pointer 

 Reg0x34 bit15〜0の構成：CCCR Max Block Size 

 Reg0x34 bit31〜16の構成：Function1 Max Block Size 

 Reg0x30 bit0の構成：IO Ready = 1 

5. 上記の構成が完了した後、IPは CMD5を受信すると、R4 Cフィール

ドで 1を応答して SDIO Hostに IO Readyを通知。 

6. SDIO Hostが CMD7を介して IPを選択した後、IPは Command State

に入り、Hostは CMD52および CMD53を介して IP CIAレジスタを読

み出しと書き込み可能。 

7. SDIO Hostは、CMD52を介して CCCR IOE1 = 1のように構成し、

Function1をイネーブルするには、IPは fun1_ioeを Highにプルアップ

する必要がある。 

8. ユーザーは Function1の初期化を開始。 

9. Function1が初期化された後、ユーザーは fun1_iorを Highにプルアッ

プし、つまり CCCR IOR1 = 1のように設定する必要がある。 

10. SDIO Hostは、CMD52を介して CCCR IOR1 = 1を読み出した後、

Function1レジスタへのアクセスを開始。 

11. Hostが blockモードで読み出しと書き込みしたい場合、まず CMD52

コマンドを使用して対応する Functionの block sizeレジスタを構成す

る必要があり、かつ構成された値は上記のポイント 4の対応する Max 

Block Size以下でなければならない。Function0 Block Sizeレジスタは

CCCRレジスタ 10h-11h、Function1 Block Sizeレジスタは FBR1レジ

スタ 110h-111h。これらの 2つのレジスタはリトルエンディアンモー

ドで、構成範囲は 1〜2048。 

12. IPの割り込み信号を受信する必要がある場合、Hostは CMD52を介し

て IPの割り込みイネーブルレジスタ CCCR 04hを開く必要がある。 
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13. 上記の SDIOレジスタの詳細については、SDIOプロトコルを参照して

ください。
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5ポート一覧 

Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IPの IOポートは表 5-1に示す

とおりです。 

表 5-1 Gowin SDIO SDR104 Slave Controller IP の IOポート 

信号 方向 幅 説明 

SDIO Interface 

sdio_clk 入力 1 SDIOクロック入力信号 

sym_clk 出力 1 SDIOが出力するユーザークロック 

sdio_cmd_in 入力 1 SDIO Command/Response 信号入力 

sdio_cmd_out 出力 1 SDIO Command/Response 信号出力 

sdio_cmd_oen 出力 1 
SDIO Command/Response信号出力イネーブル、

アクティブ Low 

sdio_dat0_in 入力 1 
SDIO 1ビットモードの場合は dat信号入力、

SDIO 4ビットモードの場合は dat0入力 

sdio_dat0_out 出力 1 
SDIO 1ビットモードの場合は dat信号出力、

SDIO 4ビットモードの場合は dat0信号出力 

sdio_dat0_oen 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は dat信号出力イネ

ーブル、SDIO 4ビットモードの場合は dat0信号

出力イネーブル、アクティブ Low 

sdio_dat1_in 入力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は割り込み信号入

力、SDIO 4ビットモードの場合は dat1と割り込

み多重化信号入力 

sdio_dat1_out 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は割り込み信号出

力、SDIO 4ビットモードの場合は dat1と割り込

み多重化信号出力 

sdio_dat1_oen 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は割り込み信号出力

イネーブル、SDIO 4ビットモードの場合は dat1

および割り込み多重化信号出力イネーブル、アク

ティブ Low 

sdio_dat2_in 入力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は Read Wait信号入

力、SDIO 4ビットモードの場合は dat2と Read 

Waitの多重化信号入力 
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信号 方向 幅 説明 

sdio_dat2_out 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は Read Wait信号出

力、SDIO 4ビットモードの場合は dat2と Read 

Waitの多重化信号出力 

sdio_dat2_oen 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は Read Wait信号出

力イネーブル、SDIO 4ビットモードの場合は

dat2と Read Waitの多重化信号出力イネーブル、

アクティブ Low 

sdio_dat3_in 入力 1 
SDIO 1ビットモードの場合は定義されておら

ず、SDIO 4ビットモードの場合は dat3入力。 

sdio_dat3_out 出力 1 
SDIO 1ビットモードの場合は定義されておら

ず、SDIO 4ビットモードの場合は dat3出力。 

sdio_dat3_oen 出力 1 

SDIO 1ビットモードの場合は定義されておら

ず、SDIO 4ビットモードの場合は dat3出力イネ

ーブル、アクティブ Low。 

Reset 

rstn 入力 1 グローバル非同期リセット、アクティブ Low 

cmd52_rst 出力 1 
Hostが cmd52を介して SDIOをリセットする場

合、この信号は 1です。sdio_clkと同期。 

Function1 Enable/Ready 

fun1_ioe 出力 1 
CCCRIOE1 の値を示す Function1イネーブル信

号。sdio_clkと同期。 

fun1_ior 入力 1 
Function1準備完了フラグ。CCCR IOR1 Reg0x3 

bit1に対応。 

Function1 Interrupt 

fun1_interrupt 入力 1 
0：Function1割り込みなし 

1：Function1割り込みあり 

CPU Slave Interface(cpu_clkと同期) 

cpu_clk 入力 1 cpuインターフェースクロック入力 

cpu_rst 入力 1 
cpu_clkと同期する cpuインターフェース同期リ

セット入力信号、アクティブ High 

slv_cpu_cs 入力 1 
cpuインターフェースのチップセレクト信号、ア

クティブ High 

slv_cpu_op 入力 1 
cpuインターフェースの操作モード 

0：読み出し。1：書き込み。 

slv_cpu_addr 入力 8 cpuインターフェースの操作アドレス 

slv_cpu_wr_data 入力 32 cpuインターフェースの書き込みデータ 

slv_cpu_byte_en 入力 4 

CPUインターフェースの書き込みバイトのイネ

ーブル 

1：イネーブル。0：ディセーブル。 

bit 3は slv_cpu_wr_data[31:24]に対応。 

bit 2は slv_cpu_wr_data[23:16]に対応。 

bit 1は slv_cpu_wr_data[15:8]に対応。 
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信号 方向 幅 説明 

bit 0は slv_cpu_wr_data[7:0]に対応。 

slv_cpu_rd_data 出力 32 cpuインターフェースの読み出しデータ 

slv_cpu_ack 出力 1 
cpuインターフェースの操作応答。このビットが

1ということは、操作が終了したことを示します。 

slv_cpu_err 出力 1 

CPUインターフェースの操作エラーの表示。

slv_cpu_ack が 1の場合に有効。 

1：操作エラー; 0：操作は正しい。 

SDIO CMD52 Interface(sdio_clkと同期) 

sdio_cmd52_cs 出力 1 
SDIO CMD52コマンドイネーブル。 

0：ディセーブル。1：イネーブル 

sdio_cmd52_r_w 出力 1 

IO_RW_DIRECT Command (CMD52)コマンド

R/W flagフィールドに対応する SDIO CMD52コ

マンドの読み出しと書き込み。 

0：読み出し。1：書き込み 

sdio_cmd52_fn_num 出力 1 

IO_RW_DIRECT Command (CMD52)コマンド

Function Numberフィールドに対応する SDIO 

CMD52コマンド Function Number。 

0：Function0；1：Function1 

sdio_cmd52_raw 出力 1 

IO_RW_DIRECT Command (CMD52)コマンド

RAW flagフィールドに対応するSDIO CMD52コ

マンドの RAWイネーブル。 

0：ディセーブル。1：イネーブル 

sdio_cmd52_addr 出力 17 

IO_RW_DIRECT Command (CMD52)コマンド

Register Addressフィールドに対応する SDIO 

CMD52コマンドの操作アドレス 

sdio_cmd52_wr_data 出力 8 

IO_RW_DIRECT Command (CMD52)コマンド

Write Dataフィールドに対応する SDIO CMD52

コマンドの書き込みデータ。SDIO CMD52イン

ターフェースが書き込みモードの場合に有効。 

sdio_cmd52_rd_data 入力 8 

IO_RW_DIRECT Response (R5)コマンド Read 

Dataフィールドに対応するSDIO CMD52コマン

ドの読み出しデータまたは RAWデータ。 

SDIO CMD52インターフェースが読み出しモー

ドの場合、ユーザーは読み出されたレジスタの値

を返す必要があります。 

SDIO CMD52インターフェースが RAW操作モ

ードの場合、ユーザーは書き込まれたレジスタの

値を返す必要があります。 

sdio_cmd52_ack 入力 1 

SDIO CMD52コマンドの ack信号。ユーザーが

ack信号を 1サイクル Highにプルアップすると、

IPはユーザーの CMD52操作が終了したと判断

し、R5の送信を開始します。 

この操作が読み出しの場合、ユーザーは、ackを

Highにプルアップすると同時に、読み出しアド
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信号 方向 幅 説明 

レスレジスタの値を sdio_cmd52_rd_dataで IP

に返す必要があります。 

この操作が RAW操作の場合、ユーザーは、ack

を Highにプルすると同時に、書き込みアドレス

レジスタの値を sdio_cmd52_rd_dataで IPに返

す必要があります。 

SDIO CMD53 Interface(sdio_clkと同期) 

sdio_cmd53_wr_en 出力 1 
SDIO CMD53の書き込みイネーブル。 

0：ディセーブル。1：イネーブル 

sdio_cmd53_rd_en 出力 1 
SDIO CMD53の読み出しイネーブル。 

0：ディセーブル。1：イネーブル 

sdio_cmd53_fn_num 出力 1 

IO_RW_EXTENDED Command (CMD53)コマン

ド Function Numberフィールドに対応する SDIO 

CMD53コマンド Function Number。 

0：Function0；1：Function1 

sdio_cmd53_addr 出力 17 

IO_RW_EXTENDED Command(CMD53)コマン

ド Register Addressフィールドに対応する SDIO 

CMD53コマンドの操作の先頭アドレス 

sdio_cmd53_len 出力 12 

この操作中にユーザーが読み出しと書き込みす

る必要があるバイト数を示す SDIO CMD53コマ

ンドの操作の長さ。 

sdio_cmd53_op_code 出力 1 

IO_RW_EXTENDED Command (CMD53)コマン

ドOP Codeフィールドに対応するSDIO CMD53

コマンド OP Code。 

0：Multi byte R/W to fixed address； 

1：Multi byte R/W to incrementing address。 

sdio_cmd53_wr_valid 出力 1 
SDIO CMD53書き込みデータが有効。このビッ

トが 1の場合、sdio_cmd53_wr_dataが有効。 

sdio_cmd53_wr_data 出力 8 

SDIO CMD53書き込みデータ。

sdio_cmd53_wr_validが 1の場合、書き込みデー

タが有効。 

sdio_cmd53_wr_end 出力 1 

SDIO CMD53書き込みデータ終了フラグ。この

ビットが 1とのことは、書き込みが終了し、IP

が CRC statusと End bitを Hostに送信したこと

を示します。 

sdio_cmd53_wr_ok 出力 1 

SDIO CMD53書き込みデータが正しい。このビ

ットが sdio_cmd53_wr_endと同期します。 

1：この書き込みが正しい 

0：この書き込みで CRC16または End bitまたは

CRC statusの送信エラーが発生しました。 

sdio_cmd53_wr_abort 出力 1 

書き込みの abortフラグ。Hostが CMD52コマン

ドを介して書き込みを終了する場合、このビット

は 1です。このビットが 1とのことは、書き込み

を終了したことを示します。 
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信号 方向 幅 説明 

sdio_cmd53_rd_valid 入力 1 

SDIO CMD53読み出しデータが有効。読み出し

中、ユーザーがデータを読み出す準備ができた

ら、このビットを Highにプルアップしてデータ

の準備ができたことを IPに通知する必要があり、

そして IPは sdio_dataで読み出しデータの送信

を開始します。 

sdio_cmd53_rd_data 入力 8 
SDIO CMD53読み出しデータ。読み出し中にユ

ーザーが IPに提供した読み出しデータ。 

sdio_cmd53_rd_ready 出力 1 

SDIO CMD53読み出しデータ ready信号。この

ビットが 1とのことは、IPが

sdio_cmd53_rd_dataを取得していることを示

し、ユーザーは次の sdio_cmd53_rd_dataを準備

する必要があります。 

sdio_cmd53_rd_end 出力 1 

SDIO CMD53読み出しデータ終了フラグ。この

ビットが 1とのことは、読み出しが終了し、IP

が CRC statusと End bitを Hostに送信したこと

を示ります。 

sdio_cmd53_rd_abort 出力 1 

読み出しの abortフラグ。Hostが CMD52コマン

ドを介して読み出しを終了する場合、このビット

は 1です。このビットが 1とのことは、読み出し

を終了したことを示します。 

sdio_buffer_full 入力 1 

buffer fullフラグ。 

1：Full。 

0：Not full。 

書き込みが完了したとき(IPがCRC statusとEnd 

bitを送信したとき)、ユーザーbufferが fullで次の

データを受信できない場合、このビットを High

にプルアップする必要があります。この場合、IP

は sdio_dat0を Lowにプルダウンして、Hostに

card busyを通知します。ユーザーがこのビット

を Lowにプルダウンすると、Hostが次の書き込

みを実行できるよう、IPは sdio_dat0を Highに

プルアップする必要があります。 

SDIO Tuning Interface 

sdio_tuning_start 出力 1 

SDIO Tuning Block Pattern開始信号。IPがTuning 

Block Patternを送信する必要がない場合、このピ

ンはフローティングのままにします。 

sdio_tuning_data 入力 4 

SDIO Tuning Block Patternデータ信号。IPが

Tuning Block Patternを送信する必要がない場

合、このピンの値を常に０に設定します。 

sdio_tuning_end 入力 1 

SDIO Tuning Block Pattern終了信号。IPがTuning 

Block Patternを送信する必要がない場合、このピ

ンの値を常に０に設定します。 

2MHz Clock 

clk_2mhz 入力 1 2MHzクロック入力。IPが UHS-I Cardに構成さ
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信号 方向 幅 説明 

れ、電圧スイッチングタイミングを実行するため

に CMD11コマンドが必要な場合、sdio_clkが停

止したかどうかを検出するために、このインター

フェースに 2MHzのクロックを入力する必要が

あります。IPが Non UHS Cardに構成され、ま

たは CMD11コマンドが不要な場合、このピンの

値を常に０に設定します。 
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6パラメータの構成 

ユーザーは、設計要件に従って Gowin SDIO SDR104 Slave Controller

のさまざまな静的パラメータとタイミングパラメータを構成する必要があ

ります(表 6-1)。 

表 6-1 Gowin SDIO SDR104 Slave Controllerの静的パラメータとタイミングパラメ

ータ 

名称 説明 オプション 

Card Type 

 Non UHS Cardは Low-Speedおよび

Full-Speedをサポートします。そのうち

Full-Speedには Default-Speedと

High-Speedが含まれます。 

 UHS-I Cardは SDR104をサポートします。 

Non UHS/UHS-I 
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7GUI での構成 

ユーザーは、Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して

SDIO SDR104 Slave Controller IP を呼び出し・構成することができます。

本章では、Non UHS Cardを例に、その構成画面、構成手順、及び各構成

オプションの意味を説明します。 

1. IP Core Generatorを開く 

プロジェクトを作成した後、Tools > IP Core Generatorを開き、SDIO 

SDR104 Slave Controllerを選択します(図 7-1)。 

図 7-1 IP Core Generator 
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2. SDIO SDR104 Slave Controller インターフェース 

構成画面の左側は、SDIO SDR104 Slave Controller IPのインターフェ

ースの説明図で、右側は IPオプションです(図 7-2)。 

図 7-2 SDIO SDR104 Slave Controller IPの構成画面 
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8リファレンス・デザイン 

詳細については、GOWINのホームページの SDIO Slave Controllerの

リファレンス・デザインを参照してください。

http://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_SDIO_SDR104_Slave_Controller_RefDesign.zip
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